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研究成果の概要（和文）： 

 本研究ではステューデントアパシーやユニバーシティーブルーなどと表される大学生を
対象とした「大学生活適応プログラム」の開発を進めた．本プログラムの特徴は，当事者
である学生に自己評価の手法を教授することで，学生が自分の判断で自分にとって必要な
行動を同定し実行できるようにする点にある．全国の国公立私立大学４校に通う 1-3 年次
学生 262名を対象とした実態調査の結果を踏まえ，「大学生活適応プログラム（暫定版）」
を開発，試行し効果を検証した．その結果，本プログラムは学生の友人間のソーシャル・
サポートや時間拘束感に良好な影響を与える可能性が示唆された。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, we intended for the university students who have student apathy or 
university blue to develop "a college life adaptation program". It is a characteristic of 
this program that a student clarifies a necessary action by a self-judgment for oneself 
and gets possible to carry out by teaching him/her self-assessment. We intended for 
262 students from freshman to junior who went to four public and private  
universities and technical school of the whole country and performed fact-finding and 
developed "a college life adaptation program" (a provisional version) and inspected of 
its effect. As a result, it was suggested that this program had an excellent influence on 
a feeling of restriction in social support and time of a friend interval of a student. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）大学入学を果たした学生が，義務教育
との違いや増加した自由時間の活用に戸惑
うのは特別なことではない．悩みながらもア
イデンティティーの確立とそれに合致した
ライフスタイルの構築に向かうのが大学生
活である．しかし，大学全入時代を迎え，入
学生の多様化が進んだわが国では，ステュー
デントアパシー（無気力，無関心）やユニバ
ーシティーブルー（やりたいことが見つから
ない）などと表される大学生活不適応学生の
存在が社会問題化しつつある．申請者の勤務
する大学においても進路に悩む学生や留年，
休学を選択する者が増加している．さらに全
国的にみれば自殺者の増加など，その問題は
深刻化している． 

 これに対し受け入れ側の大学も様々な取
り組みを行っている．しかし有効な方策は未
だ確立していない．取り組みの例としては，
相談室の設置，就学カウンセラーの配置など
従来の体制を強化するものから，教員参加の
宿泊研修，学生間交流促進を狙ったグループ
学習課題の提示，クラス担任制度の導入，さ
らには三者面談や家庭訪問など保護者を巻
き込んだ取り組みも見られる．しかしこれら
の成果の程は定かではない． 

 

（２）申請者らは 2005 年より，自治体の協
力を得て，地域在住高齢者を対象とした健康
増進プログラムを実践している．このプログ
ラムは，体操や筋力強化，転倒予防など従来
の高齢者施策でおこなわれているようなあ
らかじめ決まった運動メニューに参加させ
るものとは異なり，参加者自身に自分の生活
状態を評価させ，本質的に自身の生活どのよ
うに変えたい（または維持したい）のか，さ
らにはそのための行動も自分で見いだして
もらう内容となっている．このプログラムの
有用についてはこれまでに報告している 1～3）． 
 プログラムの理論的背景には，人の日常活
動の組織化を説明するモデルである人間作
業モデル（Model of Human Occupation 

MOHO）４）を活用している．このモデルは
人 の 生 活 を 「 意 志 (volition) 」「 習 慣
(habituation)」「遂行(performance)」の３つ
の概念から成る開放系と環境(environment)

と捉えている．MOHO は特定の疾患や障害
の回復にも応用されているが，本質的には人
の日常生活の組織化を説明するものである．
従って，日常生活や社会生活において不適応
状態にある者を適応状態へと導くプログラ
ムに応用できる． 

 

（３）大学生活の不適応は，MOHO の視点

からすると，自分の価値観や興味の認識およ
び能力の自己認識に関わる「意志」，他者と
の交流や学生としての課題遂行に関わる「遂
行」，満足できる日課や役割に関わる「習慣」
に問題があると説明できる． 
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２．研究の目的 

 これまでの地域高齢者向けプログラム開
発の実績を踏まえて，大学生向けの生活適応
プログラムを企画，試行し，有用性を検証す
る． 

 

３．研究の方法 

本研究は，次の 3 段階に大きく分けられる． 
 
○第一段階：大学生のニーズ調査 
 大学生を対象に MOHO の重要概念に基づく
質問紙調査およびインタビューの実施と分
析により，プログラムに求められるニーズを
特定 
［調査方法］ 
＊質問紙調査 
 ・学生生活全般…OSAⅡ，ソーシャル・サ

ポート質問紙，大学生活
不安尺度，心理的適応 

 ・学習面…………学習特性に関する質問紙，
学業意欲低下・授業意欲
低下尺度，学業に対する
リアリティショック尺
度 

＊Focus Groups Interview 
 10 名程度の学生グループを形成．大学生活
適応プログラムで取り上げるべきテーマに
ついてグループ討議させ，問題・課題を抽出
する． 



 

 

 
○第二段階：大学生活適応プログラム（暫定

版）の開発 
 ニーズ調査の結果を踏まえて，申請者らが
これまでに開発した高齢者版生活適応プロ
グラム１,2）を改訂 
 
○第３段階：プログラムの効果検証 
 参加希望者を公募で募り，大学生活適応プ
ログラム（暫定版）を試行．対照群として非
介入群を設け，群内前後比較および変化量の
群間比較デザインによる効果検証 
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４．研究成果 
（１）大学生活への適応に関する課題 
≪質問紙調査－その１≫ 
対象：札幌，秋田，仙台，東京の国公私立大

学４校に入学した１年生 102 名（19.3
±2.40 歳，男 28，女 74 名） 

調査：「作業に関する自己評価-改訂２版 
項目 （OSAⅡ）」「意欲低下領域尺度」 
 
結果： 大学生の抱える課題/問題はある程

度共通していた．「自分の課題に集中す
る」「生活している所を片づける」「自
分の能力をうまく発揮している」など
上位５項目はいずれも40％以上の学生
が「問題あり」と回答した（表 1）． 

    抱える課題/問題と意欲との間には
有意な相関が認められた（表 2）． 

    共通した課題/問題に焦点をあてた
プログラムを展開することが，大学生
活への適応促進に繋がる可能性が示唆
された． 

 
≪質問紙調査－その２≫ 
対象：国公私立大学 4校の学生 262 名 

（女性 170，1 年生 96 名，2年生 112
名，3 年生 54 名） 

調査：「ソーシャル・ サポート尺度」 
項目 「大学生活不安尺度」，「意欲低下領域 
      尺度」「学業に対するリアリティショ

ック尺度」 
 
結果：男女別の比較では，ソーシャル・サポ

ート（家族）において女子学生の方が

有意に良好な支援環境にあることを示
した．一方，男子学生は学習意欲が有
意に低く，さらに教員不満，講義内容
不満，履修不自由感の得点が有意に高
かった． 

       アルバイトを週４日以上している者
としない者とでは，後者の方が大学生
活不安尺度と時間的拘束感において有
意に不安や不満の得点が高かった． 

        学年別の比較では，ほぼ全ての尺度
で高学年になるほど良好な方向へと平
均得点が変化していた． 

 
表１ 大学生の抱える課題/問題ランキング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＊難易度値はラッシュ分析モデルにより算出した． 

＊表右の数値は，「問題有り」「やや問題有り」と回答し

た大学生の割合を示す． 

 

表２ OSAⅡ（有能性尺度）と意欲の相関 
 
 
 

 
＊表中の値は相関係数．1%水準で全て有意． 

 
 
≪Focus Groups Interview≫ 
 以下のような「学生の抱える課題，問題」
の具体例（一部のみ掲載）が明らかとなった． 
・友人に誘われると断れなく，時間が足りな
い． 
・自分を他人に表現するのが下手，疲れる 
・勉強についていけるか心配 
・物事に集中できない． 
 
（２）大学生活適応プログラム（暫定版）の

開発 



 

 

 上記(1)の研究成果を踏まえ，表３に示す
プログラムを考案した． 
 
表３ 大学生活適応プログラムの概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
（３）プログラムの効果検証 
対象：北海道，東京，沖縄の作業療法士養成

校 3校の学生．実験群 37名（20.6歳）、
対照群 33 名（21.5 歳）． 

効果：ソーシャル・サポート質問紙、学業に 
指標 対するリアリティショック尺度 
 
結果：両群間の変化量の比較において，ソー

シャル・サポート（友人）（1.6 vs. -0.2），
リアリティショック尺度の下位尺度
「時間拘束感」（-0.1 vs. 0.3）で有意
差（p<0.05）が認められ，いずれも実
験群が良好な結果であった（図 1,2）． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１ ソーシャル・サポートの変化量の比較 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2  学業に対するリアリティショック変化

量の比較 
 
 
（４）まとめ 
・大学生の抱える課題/問題についてに調査
を行った． 
・その結果を踏まえて，大学生活適応プログ
ラム（暫定版）を開発した． 
・効果検証の結果は，本プログラムが，友人
間のソーシャル・サポートや時間拘束感に
良好な影響を与える可能性を示唆した． 
・本研究の結果をうけたプログラム内容の精
査と，実施大学，および対象人数の拡大が
今後の課題である． 
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